
 
薬剤師議員である本田あきこ参議院議員についてご紹介いたします。 

本田あきこ議員は、令和元年 7 月の参議院選挙で 159,596 票を獲得し比例代表全国 14 位、

自民党新人候補では 1 位、医師会候補を抜き見事に初当選を果たしました。 

 当選後は、薬局・薬剤師、薬業・医療関係の質問に立たれ、課題の解決に取り組まれま

した。また、令和 4 年 8 月から厚生労働大臣政務官、令和５年 10 月からは文部科学大臣政

務官兼復興大臣政務官を務められ、令和 6 年 11 月からは自民党女性局長に就かれ活躍され

ています。 

 
略  歴 

昭和４６年９月生まれ （熊本県出身） 
  平成８年３月星薬科大学卒業、平成 10 年卸勤務 
  平成 13 年薬局勤務 平成 14 年国会議員秘書 

平成 19 年製薬会社勤務・卸（アルフレッサ）勤務 
平成 25 年 10 月～28 年 2 月神奈川区慶成薬局勤務                        
平成 28 年熊本県薬剤師会・連盟副幹事長 
平成 29 年日本薬剤師連盟副会長 
令和元年 7 月 2１日参議院議員選挙初当選 
令和 4 年 8 月  厚生労働大臣政務官、内閣府大臣政務官 
令和５年 10 月 文部科学大臣政務官兼復興大臣政務官 
令和 6 年 11 月 自民党女性局長 

 

【薬剤師のために】  

日本薬剤師会・連盟の要望を聞く窓口として議員会館にて要望書を頂き、省庁に確認を行い、必要な内容は
党内勉強会で発言など、確実なフィードバックを続けています。  
◎医科：歯科：調剤   １：１：0.3 の堅持  

【厚生労働大臣政務官として】  
2022 年 8 月に厚生労働大臣政務官を拝命した関係上、この間、国会質問する機会はなく、その代わり 各

種委員会にて質問を受けて、政府側の立場で国会答弁することが多くありました。  
○衆議院・参議院併せて 57 回 答弁 参議院 29 件 衆議院 28 件 

【これまで実現した政策】  
健康と安全・安心のため、薬剤師や薬業関係者にとっての課題解決に取り組みました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


